
現地見学会
Excurtion

設楽博巳

SHITARA，　Hiromi

1．主　旨

　2月3日は現地見学会にあてられた。これは遺跡の上に立ち，遺物を実際に見ていただき，日本

の原始，古代の文化に肌で触れていただくことにより，シンポジウムに一層の深味を増すことを目

的に計画したものである。いくつかの時代の遺跡および関連施設を1日で効果的にまわるには千葉

県内，それも佐倉周辺に限定したほうがよいとの判断から，以下の三箇所にしぼった。

　（1）松戸市立博物館

　（2）千葉市立加曽利貝塚博物館

　（3＞千葉県立房総風土記の丘

　今回のシンポジウムの「農耕社会の形成と文明への道」というテーマからすれば，日本列島では

弥生時代から古墳時代におのずと焦点があてられることになる。千葉県下にも有数の弥生時代遺跡

があるが，遺跡がそのまま保存されている例はない。たとえば歴博から南に十数分で行くことので

きる大崎台遺跡はすでに団地に姿を変えている。また，後期古墳については房総風土記の丘など遺

跡の整備がなされ博物館が併設されたすぐれた施設があるが，前，中期古墳では見学に向いたもの

は見当らない。

　それに対して，文化的特徴の面からも，遺跡保存の面からも，この地域の特徴をよく示すのは縄

文時代の遺跡，なかでも貝塚である。近年の日本考古学では青森県三内丸山遺跡の調査成果などを

通じ，縄文文化のとらえ方に関してさまざまな議論が生じている。中には縄文文化を文明史観でと

らえた再検討を要する見解もあるが、海外の研究者の間でも縄文文化に対する関心は高まってお

り，縄文文化をテーマにした国際シンポジウムが国内外で開催されるようになった。

　日本列島で狩猟採集社会から農耕社会への移行を考える際には，先農耕社会である縄文文化と農

耕社会である弥生文化との関係を抜きにすることはできない。そればかりか，近年では縄文文化を

日本列島という枠の中で論じることに対しても疑問が投げ掛けられている。したがって，東アジア

における農耕社会の形成を考えるうえで，さらには採集狩猟社会から農耕社会への移行という普遍

的な問題を論じる比較考古学的視点からも，縄文文化を視野に入れておくことは今回のシンポジウ

ムにとって有益だろうと考えた。

　そのような理由から，見学は縄文時代の遺跡と関連施設に重点をもたせた。見学したそれぞれの

施設を簡単に紹介し，見学の内容およびその成果を記しておきたい。
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2．見　学

（1）松戸市立博物館

　松戸市は佐倉市の西北約40キロのところにある。松戸市の位置する房総台地の西端は，およそ

8000年前に頂点を迎える縄文海進によって樹枝状の谷が入り込み，谷に面した台地上には縄文時

代にいくつもの大きな貝塚が形成された。

　松戸市立博物館の常設展示の縄文時代コーナーは，松戸市域を特徴づける貝塚に焦点を当てて構

成されている。貝塚は縄文前期の幸田貝塚，中期の子和清水貝塚，中期から晩期の貝の花貝塚など

によって代表される。

　展示では，貝の花貝塚の発掘調査に基づいたムラの復元模型ジオラマ，縄文時代それぞれの時期

を代表する遺物の組み合わせ，貝塚から出土した食糧残淫，石のないこの地域が遠隔地と交流する

ことで確保した石器などにより，貝塚を営んだ縄文時代の人々の生活が一目でわかるようになって

いる。

　また，野外には花粉分析やプラント・オパール分析などの自然科学的分析結果にもとついて縄文

後期の景観に近く復元した森の中に竪穴住居を再現した屋外展示がある。

（2）千葉市立加曽利貝塚博物館

　千葉市にある加曽利貝塚は松戸市域の貝塚群と一続きの，かつての東京湾に面した台地上の貝塚

である。南北に二つの環状貝塚が連接しており，それぞれが直径130m，170mにおよぶ関東地方

屈指の大貝塚である。北貝塚が縄文中・後期を中心とするのにたいして，南貝塚は中期から晩期に

わたって営まれた。

　加曽利貝塚は国の史跡として南北ともに完全な状態で保存されている。住居跡群を検出した発掘

区ならびに貝層を2箇所にわたって縦割りしたトレンチの跡に覆屋を設け，そっくりそのまま保存

して、見学できるようになっている。

　遺跡の中に建てられた博物館には，南北の貝塚から出土した遺物や，出土した状況の埋葬人骨な

どが展示してあり，加曽利貝塚の歴史的形成ならびに縄文文化を学習することができる。

（3）千葉県立房総風土記の丘

　龍角寺古墳群は，佐倉市の北東約10キロほどのところ，成田市から栄町にかけての台地上に展

開する。付近一帯は房総風土記の丘として整備され，古墳群はその中心を占める。

　古墳群は大小124基の前方後円墳，円墳，方墳からなり，5世紀後半から7世紀に営まれた。一

辺80メートル，高さ12メートルという日本で2番目の大きさを計る3段築成の方墳である龍角寺

105号古墳（岩屋古墳）は，国の史跡に指定された7世紀の終末期古墳として著名である。また，

101号古墳は直径がおよそ30メートルの6世紀の円墳であり，墳丘は築造当初の状況に想定復元さ

れ，出土した埴輪も樹立状況を想定してレプリカで墳丘上に再現されている。

　併設された博物館では，古墳時代をはじめ7世紀後半の仏教寺院である龍角寺との関わりなども

学習できるようになっている。
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3．成　果

　松戸市立博物館の展示見学を通じて，農耕文化形成以前のこの地域の貝塚文化の予備知識を持っ

ていただいた。それをもとに，具体的な縄文時代の大集落を加曽利貝塚で見ていただいた。加曽利

貝塚の環状貝塚のマウンドは視覚的に極めて大きなものであり，たんなるごみ捨て場ではなく記念

物的な意味があるのではないかといった意見や農耕の存否を含めた生業活動のあり方についての質

問もあり，農耕社会形成以前の日本の文化と社会に対する関心を深めていただくことができた。房

総風土記の丘では岩屋古墳の石室の中まで入れていただき、後期古墳の実態を見学することで，松

戸市立博物館での弥生時代以降の展示見学と合わせて，南関東地方という限定された地域ではある

が，日本の中の非農耕社会から権力の出現までの過程，歴史をある程度実感することができたよう

に思う。

　花粉分析や竪穴住居跡に残った炭化材の分析といった自然科学的分析の結果をどのように展示に

活かすか，あるいは発掘した遺跡，遺構をどのように保存して公開するのか，についても日本の博

物館活動の現状の一端をみていただいた。

　松戸市立博物館では折りよく文化庁主催の1999年度新発見考古速報展『発掘された日本列島99』

が開催されており，鳥取県妻木晩田遺跡の弥生時代後期の鉄器や玉造関係資料，島根県姫原西遺跡

の弥生後期の弩（クロス・ボウ）の形をした木製品，京都府大風呂南1号墓から出土した弥生時代

後期終末のガラス釧や有鉤銅釧などの副葬品，奈良県黒塚古墳から出土した古墳時代前期の三角縁

神獣鏡，さらにほぼ同時代の奄美大島の小湊・フワガネク遺跡出土の貝製品など，今回のシンポジ

ウムに関連する時期のきわめて重要な遺物を見学することができた。

　縄文時代と古墳時代をつなぐ時期である弥生時代に関しては，今回の遺跡見学では割愛せざるを

得なかったが，速報展での展示品はそれを補う役割を果たしたと思う。またレジュメの中に大崎台

遺跡の環濠集落や南関東地方の遺跡からの出土遺物を掲載して，理解に供した。

　以下に当日の見学案内のレジュメを抜粋し，若干体裁を整えて掲載しておく。
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　The　schedule　of　the　excurtion

国際シンポジウムエクスカーション

Thursday　3st　Feb．2月3日㈱

8：30　Meet　in　front　of　Wishton　Hotel　Yukari

　　　　集合（ウィシュトンホテルユーカリ前）

8：45Departure　出発

10：00　Visit　to　Matsudo　Museum

　　　　松戸市立博物館見学

　　　　　松戸市千駄堀671　告047－384－8181

　　　　Study

　　　　見学内容：Ordinary　exhibition「常設展示」

　　　　　　　　　Special　exhibition”The　relics　excavated　from　the　Japanese

　　　　　　　　　archipelago　in　1999”「発掘された日本列島99展」

　　　　　　　　　Jomon　dwelling「縄文復元住居」

11：30　Lunchtime

　　　　昼食

12：30　Departure　出発

13：30　Visit　to　Kasori　Shellmound　Site　Museum

　　　　千葉市立加曽利貝塚博物館見学

　　　　　千葉市若葉区桜木町163　⑰043・231－0129

　　　　Study

　　　　見学内容：Ordinary　exhibition「常設展示」

　　　　　　　　　Special　exhibition”The　search　of　the　shell　middens　in

　　　　　　　　　Nagasaki　pre£”「企画展示貝塚の謎をさぐる」

　　　　　　　　　Study　of　the　section　of　shell　midden　strata「貝塚貝層断面」

15：00　Departure　出発

16：00　Visit　to　Boso　Fudokino　Oka

　　　　千葉県立房総風土記の丘見学

　　　　　印旛郡栄町竜角寺978　麿0476－95－3126

　　　　Study

　　　　見学内容：Iwaya　kohun「岩屋古墳」

　　　　　　　　　Ordinary　exhibition「常設展示」

17：00Departure　出発

17：40　Arrival到着
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図1　日本の貝塚の分布

Fig．　l　The　distribution　of　the　shell　middens　in　Japan
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Fig．2　A　chronological　chart　from　Jomon　to

　　　Kohun　period　（＜site　no．）

見学する遺跡（④・⑤）と関連遺跡（①～③）
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図3　関東地方の貝塚の分布

Fig．3　The　location　of　the　shell　middens　in　the　Kanto　region
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図4　復元した縄文の集落（松戸市立博物館）

Flg　4　A　Jomon　settlement　restored　m　Matsudo　Museum

①加曽利貝塚出土土器

　Apottery　excavated　from
　Kasorl　shell　mldden

②加曽利貝塚出土土偶

　Aclay　flgurlne　excavated

　from　Kasorl　shell　mldden

裏
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③貝塚の断層

　Astrata　of　the　excavated　shell　mldden

響
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④貝塚の分布

　The　dlstnbutlon　of　the　shell　mlddens

図5　加曽利貝塚博物館

Flg　5　Kasorl　Shellmound　Slte　Museum
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図6　佐倉市大崎台遺跡の環壕集落（弥ノ1中期）

Fig．6　A　moated　clrcular　settlement　at　Osakldal　slte　m　Sakura

　　　Clty　Mlddle　Yayol　Penod　（B　C　IC）

図7　巾原市草刈遺跡から出1した武器形のイ1器（弥ノ1中期）

Flg　7　Stone　lmplements　shaped　llke　weapons　exca－

　　　vated　from　Kusakarl　slte　located　Ill　Ichlhara

　　　Clty，　Mlddle　Yayol　Perlod（B　C　IC）

図8　神奈川県大塚遺跡の環壕と出1した1器（弥生中期）

Flg　8　The　moat　and　the　potterles　excavated　at　Otsuka　slte　ln　Kanagawa

　　　pref，Mlddle　Yayol　Perlod（B　C　IC）

鍵

蒙玩響

図9　市原市三島台遺跡出土の人の顔がついた

　　　上器（弥牛中期）

Flg　9　A』ar　wlth　a　human　face　excavated

　　　from　Mlshlmadal　slte　located　ln　Ichihara

　　　Clty　Mlddle　Yayol　Penod（B　C　lC）
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図10　成田市龍角寺101号古墳（古墳時代後期）

Fig．10　Ryukakuji　No，101　kofun（Circular　burial　mound）．Late　Kofun　Period（A，　D．6c）
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図12　岩屋古墳の横穴式石室

Fig．12　Corridor－style　stone　chambers　in　Iwaya　kofun
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図11　栄町龍角寺105号（岩屋）古墳（占墳時代後期）

Fig．　ll　Ryukakuji　No．105（lwaya）kofun（square　burial

　　　mound），Late　Kofun　Period（A．　D．7C）
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